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ン-HPCD を IM 投与し、鎮静麻酔効果と呼吸循環系機能の変化を検討した。第Ⅱ章では、第Ⅰ章






ン 5μg/kg単独 IM, ブトルファノール 0.3mg/kg単独 IM またはこれらの混合 IM）と 3用量のアルフ
ァキサロン-HPCDによる麻酔導入（1.0, 2.5または 5.0 mg/kg IM）を組み合わせた 9回の薬物投与実
験を実施した。健康な犬では、メデトミジン 5μg/kg、ブトルファノール 0.3mg/kg およびアルファキサ
ロン-HPCD 1〜2.5mg/kg を併用する MBA-IM 麻酔法によって、投与後 8 分程度で気管挿管可能
になり、中等度の呼吸循環抑制で 90〜100分間程度の麻酔効果を得られると結論された。 
第Ⅱ章では、健康なビーグル犬 8頭を用い、まず、本実験実施の 2週間以上前にセボフルランの
MAC を決定した。次に、本実験として各供試犬を個体のセボフルラン 1.3MAC の終末呼気セボフ
ルラン濃度（ETSEV）とした OS 麻酔で麻酔維持し、メデトミジン 5μg/kg-ブトルファノール 0.3mg/kg-
アルファキサロン-HPCD 2.5mg/kg IMを投与して呼吸循環系機能の影響を評価した。供試犬 1頭に
おいて、実験準備完了後のベースライン値測定時に無呼吸が持続し、低血圧と心拍出量低下を示
したことから、本供試犬を削除しデータ解析には残り 7 頭を用いた。MBA-IM 投与後に供試犬 2 頭
に無呼吸を認め、用手人工呼吸を実施した。また、別の供試犬 1 頭に顕著な徐脈を認めた。MBA-






ロン-HPCD 2.5mg/kg を IM後に再度セボフルランMACを決定した（MBA-MAC）。供試犬の SEV-
MAC は 2.3％ [2.1-3.4]および MBA-MAC は 1.0％ [0.7-1.6]であり（中央値 [最小値-最大値]）、




酔で麻酔維持した。MBA-IM 麻酔法ではメデトミジン 15.9μg/mL-ブトルファノール 0.95mg/mL-アル
ファキサロン 8.1mg/mL に調整したMBA カクテルを 0.315mL/kgで IM 投与した。MBA カクテル投
与後に供試犬 23 頭が伏臥に至った。6 頭で気管挿管でき、18 頭でアルファキサロン-HPCD 0.5〜
1mg/kgを追加 IVして気管挿管した。目的の処置完了にはOS麻酔が必要であり、処置中のETSEV
は 1.2～1.7％であった。OS 麻酔中には 12頭に徐脈を認めて 1 頭にアトロピンを投与し、15 頭に低
血圧を認めて 3 頭に代用血漿剤ヒドロキシエチルデンプンを投与した。麻酔回復期には、興奮や発
揚を示す供試犬はいなかった。 










































デトミジン 5μg/kg 単独 IM, ブトルファノール 0.3mg/kg単独 IMまたはこれらの混合
IM）と 3用量のアルファキサロン-HPCDによる麻酔導入（1.0, 2.5または 5.0 mg/kg IM）
を組み合わせた 9回の薬物投与実験を実施した。健康な犬では、メデトミジン 5μg/kg、





デトミジン 5μg/kg-ブトルファノール 0.3mg/kg-アルファキサロン-HPCD 2.5mg/kg IMの
呼吸循環系機能への影響を評価した。ベースライン値測定時に無呼吸が持続し低血圧と心







MAC）、続いてメデトミジン 5μg/kg-ブトルファノール 0.3mg/kg-アルファキサロン-HPCD 
2.5mg/kg IM後に再度セボフルラン MACを決定した（MBA-MAC）。SEV-MACは 2.3％[2.1-






ル 0.95mg/mL-アルファキサロン 8.1mg/mLに調整した MBAカクテルを 0.315mL/kgで IMし
た。MBAカクテル投与後に供試犬 23頭が伏臥に至った。6頭で気管挿管でき、18頭でアル
ファキサロン-HPCD 0.5〜1mg/kgを追加 IVして気管挿管した。処置完了には OS麻酔が必
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   審査委員５名が最終試験を行った結果、合格と認める。 
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